
６年 「デジタル機器と私たち」～「活用」編～ 

分類・整理した情報をもとに、いよいよ先生方への提案文づくりに取りかかりました。特に意識したのは、

「情報（事実）」と「自分の考え（提案）」のつながりです。また、提案が相手にとってわかりやすく具体的な

ものになるように、「具体的に言うと」「例えば」などの言葉を

意識して使うよう指導しました。言葉にこだわることで、「情

報（事実）」と「自分の考え（提案）」のつながりが書き手・読

み手の双方にとって捉えやすくなっていきました。実際に、

「この工夫をすればすぐに使えそう！」「自分にもできるアド

バイスが書いてある！」といった具体性のある提案が多く見ら

れました。 

提案文が完成した後は、「推敲シート」を使ってグループ

でのチェック活動を行いました。この活動では、他者の視点

を取り入れることの大切さに気づく子どもが多く、「自分で

は気づけなかったところを指摘してもらえた」「相手にどう

伝わるかを考えながら書くことが大事だと思った」などのふ

り返りが見られました。 

 そしていよいよ、完成した提案を実際に先生方に届けました。少し緊張し

ながらも、自分の考えを伝えることに喜びを感じている姿が印象的でした。先

生からフィードバックをもらった子どもたちは、「ちゃんと伝わったことがうれ

しい」「役に立てたと思えて達成感がある」と口にしており、自分の言葉が誰か

のために使われるという体験が、大きな自信につながったようでした。 

 このように、「伝える相手が明確にいること」「実際にフィードバックをも

らえること」を活動の中に位置づけたことで、子どもたちの書く目的意識が高

まり、表現に対する意欲や責任感が育ったと感じています。今後もこのような

“活用する場面を設定した学び”を通して、子どもたちの思考力・表現力・主体性を育てていきたいと考えて

います。 

 

 

 

 



 

   

  

  

 

 


